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図１. クリエイティブジャーニーにおける個人と組織の新たな分業
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図 2.「組織の創造性」の 4 類型
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図 3. クリエイティブジャーニーにおける革新的な個人と大規模な組織、
          そして協力的 ( 接続的 ) なインフラ

クリエイティブジャーニーの時代

(re-connected)
(patched 

up)



(Felin &
 Lakhani 2018)

 



クリエイティブジャーニーの時代

21



『クリエイティブジャーニーの時代―革新的な個人と組織との間の新たな関係性に向けて』

註 . 

*1.  「アイディアに乏しい」とは、平均的な企業とその従業員に、豊富でときに非常に

革新的なアイディアがないという意味ではない。これは単純に組織が、こういった

革新的な潜在能力を特定したり育成したりすることと、最もクリエイティブな労働

者を維持することにおいて困難が増大していることを指摘しているにすぎない。
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